
いちごドリルプリント

化学変化・原子分子 名前

問1 酸化鉄を含む鉄鉱石から鉄を取り出す際、コークス（炭素）を用いるのはなぜですか。その原理として正しいものを選びなさい。 （2016年

茨城県公立入試 類似）

1. 炭素は鉄よりも酸素と結びつきや
すい性質があるため、酸化鉄を還元
できるから。

2. 炭素が鉄鉱石の中に浸透し、酸素
と入れ替わることで鉄の硬度を高め
るから。

3. 炭素は酸素を遮断する性質がある
ため、酸化鉄が空気中の酸素と再結
合するのを防ぐから。

4. 鉄鉱石と炭素を混ぜることで混合
物の融点が上がり、不純物だけを先
に溶かすことができるから。

問2 試験管に入れた固体物質を加熱し、水上置換法で気体を集める実験において、火を消す前に「ガラス管を水の中から出す」という操作を行わな
かった場合、どのような危険が生じる可能性がありますか。その理由とともに最も適切な説明を選びなさい。 （2021年 鳥取県公立入試 類似）

1. 加熱をやめることで試験管内の温
度が下がり、気圧が低くなるため、
水が逆流して試験管が破損する可能
性がある。

2. 試験管内の気体の体積が急激に膨
張し、試験管内部の圧力が高まるこ
とで試験管が破裂する可能性がある
。

3. 発生した気体が水槽の水に溶けや
すくなり、集めた気体がすべて水に
吸収されてしまう可能性がある。

4. 水槽の水がガラス管を通って加熱
部分に到達し、固体物質と急激に化
学反応を起こして発火する可能性が
ある。

問3 鉄の粉末3.5gと硫黄の粉末2.0gを試験管に入れ、よく混ぜ合わせてから加熱し、完全に反応させた。このとき、反応後に生成される物質の名称
と、反応せずに残る物質の有無について正しく説明しているものはどれか。 （2026年 山梨県公立入試 類似）

1. 硫化鉄が3.5g生成され、硫黄が2.
0g反応せずに残る。

2. 硫化鉄が5.5g生成され、硫黄が0.
5g反応せずに残る。

3. 硫化鉄が5.5g生成され、鉄が0.5g
反応せずに残る。

4. 硫化鉄が5.5g生成され、鉄も硫黄
も残らない。

問4 炭酸水素ナトリウムをうすい塩酸に加えたときに起こる化学変化において、反応後に生成される3つの物質の組み合わせとして正しいものはどれ
ですか。 （2022年 福井県公立入試 類似）

1. 塩化ナトリウム、硫酸、水素 2. 塩化ナトリウム、水、二酸化炭素 3. 水酸化ナトリウム、水、塩素 4.
水酸化ナトリウム、水、二酸化炭素

問5 物質は、大きく「純粋な物質」と「混合物」に分けられ、さらに純粋な物質は「単体」と「化合物」に分類されます。このうち、「単体」の定
義として最も適切なものはどれですか。 （2023年 和歌山県公立入試 類似）

1. 2種類以上の元素から構成されて
いる純粋な物質

2. 加熱などの化学変化によって、そ
れ以上分けることができない物質

3. ただ1種類の元素から構成されて
いる純粋な物質

4. 2種類以上の純粋な物質が混ざり
合っている物質

問6 酸化銅と炭素の反応を化学反応式で表すと「2CuO + C → 2Cu + CO₂」となります。この反応において、酸素と結びついて「酸化された物質」
と、酸素を失って「還元された物質」の組み合わせとして正しいものはどれですか。 （2017年 静岡県公立入試 類似）

1. 酸化された物質：炭素、還元され
た物質：銅

2. 酸化された物質：酸化銅、還元さ
れた物質：炭素

3. 酸化された物質：炭素、還元され
た物質：酸化銅

4. 酸化された物質：銅、還元された
物質：二酸化炭素

問7 酸化銅6.0gと炭素0.30gの混合物を試験管に入れて加熱した。この実験では、酸化銅4.0gと炭素0.30gが過不足なく反応して1.1gの二酸化炭素
が発生し、残りの物質はすべて銅に変化することが分かっている。反応が完全に止まった後、試験管内に残っている固体の総質量は何gか求めな
さい。 （2023年 神奈川県公立入試 類似）

1. 5.2g 2. 4.0g 3. 2.9g 4. 4.8g

問8 試験管に入れた物質を加熱し、試験管の口付近に液体が発生したとき、その液体が水であることを確かめるための実験操作とその結果について
述べた文として、適切なものはどれですか。 （2017年 埼玉県公立入試 類似）

1. 青色の塩化コバルト紙を液体につ
けると、色が赤色（桃色）に変わる
ことを確認する

2. 青色の塩化コバルト紙を液体につ
けると、色が黄色に変わることを確
認する

3. 赤色の塩化コバルト紙を液体につ
けると、色が青色に変わることを確
認する

4. 加熱を続けて液体をすべて蒸発さ
せ、試験管に何も残らないことを確
認する

問9 うすい塩酸が入った容器に石灰石を加え、反応が止まった後の容器内の様子を観察しました。石灰石を1.0gから順に増やしていくと、4.0gまで
は石灰石が完全に反応して溶けましたが、石灰石を5.0g以上加えると、それ以上は気体が発生しなくなり、石灰石の溶け残りが見られるように
なりました。この実験において、石灰石を7.0g加えたとき、反応せずに残っている石灰石の質量は何gですか。 （2017年 長野県公立入試 類似）

1. 1.0g 2. 4.0g 3. 3.0g 4. 2.0g

問10 化学変化の前後で「質量保存の法則」が成り立つ理由として、原子の性質に基づいた説明として最も適切なものはどれか。 （2022年 山形県公立入試

類似）

1. 原子の重さが化学変化の過程で一
時的に変化し、反応後に元に戻るか
ら

2. 化学変化によって原子の組み合わ
せは変わるが、原子の種類と数は変
化しないから

3. 化学変化によって原子が新しく作
られたり、別の種類の原子に変わっ
たりするから

4. 反応に関わる物質の体積が、化学
変化の前後で常に一定に保たれるか
ら

問11 鉄粉と硫黄の混合物を試験管に入れ、脱脂綿で口をふさいだ後、混合物の上部をガスバーナーで加熱しました。反応が始まったところでガスバ
ーナーを遠ざけましたが、その後も加熱を続けなくても反応が試験管の底の方まで進みました。このように、一度反応が始まると加熱をやめて
も反応が継続するのはなぜですか。その理由として適切なものを答えなさい。 （2016年 長崎県公立入試 類似）

1. 試験管の口に詰めた脱脂綿が外部
からの空気の侵入を防ぎ、内部の圧
力を高めたから。

2. ガスバーナーの余熱が試験管内に
こもり、反応に必要な温度を維持し
続けるから。

3. 鉄と硫黄の反応によって熱が発生
し、その熱がまわりの混合物を次々
に加熱していくから。

4. 硫黄は融点が低いため、一度溶け
始めると試験管全体に一気に広がっ
て鉄と混ざるから。

問12 銅の質量と、それが酸素と反応してできる酸化銅の質量には比例関係がある。銅2.0gを完全に酸化させたときに2.5gの酸化銅が得られることが
わかっているとき、銅4.0gを完全に酸化させて得られる酸化銅の質量と、その際に消費される酸素の質量の組み合わせとして適切なものはどれ
か。 （2021年 長野県公立入試 類似）

1. 酸化銅：4.5g、酸素：0.5g 2. 酸化銅：5.0g、酸素：1.0g 3. 酸化銅：5.0g、酸素：4.0g 4. 酸化銅：8.0g、酸素：2.0g


